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ABSTRACT

In order to obtain multi bunch beams for the experiments of a free electron 

laser, an electron gun pulser working on burst mode at high duty cycle has been 

developed. By applying pulsed rf (27MHz, 300V) to the grid of the electron gun, 

good performance of the gun (a pulse width of 4. 5ns and an interval of 38.6ns) 

has been achieved. The dependence of the peak current and the pulse width on the 

grid bias voltage is also reported.

バ 一 ス ト モ ー ド 入 射 用 電 子 銃 パ ル サ 一

1 . は じ め に

最 近 我 が 国 に お い て も 次 世 代 の 優 れ た 光 源 と し て 自 由 電 子 レ ー ザ ー （FEL) が 

注 目 さ れ は じ め 、 欧 米 の 水 準 に 近 付 け よ う と 各 方 面 で 研 究 が 始 め ら れ て い る 。 当 

放 射 線 実 験 所 に お い て も 、 既 設 の 3 8 M e V シ ン グ ル バ ン チ ラ イ ナ ッ ク を 用 い た FEL 

の 研 究 が 計 画 さ れ 、 現 在 、 実 験 装 置 の 準 備 が 進 め ら れ て い る 。 そ の 概 要 は 、 本 研  

究 会 の 現 状 報 告 、 そ の 他 で 発 表 さ れ て い る 1>2)3し こ の 報 告 で は 、 F E L の 発 振 実  

験 に 用 い ら れ る シ ン グ ル バ ン チ ビ ー ム の バ 一 ス ト モ ー ド （マ ル チ バ ン チ ） 運 転 に  

必 要 な 電 子 銃 パ ル サ 一 の 構 成 と 、 そ の 動 作 特 性 に つ い て 述 べ る 。

2 . 電 子 銃 パ ル サ 一 の 概 要
バ ー ス トモ ー ド の シ ン グ ル バ ン チ ビ ー ム を 用 い た F E L の 実 験 装 置 に お  

ウ イ グ ラ ー 、 偏 向 磁 石 、 ミ ラ ー な ど で 構 成 さ れ る 光 共 振 器 の 長 さ は 、
の サ ブ ハ ー モ ニ ッ ク ブ リ バ ン チ ャ 一 （SHPB) の 励 振 周 波 数 に よ っ て 決 ま る シ  

バ ン チ ビ ー ム の 時 間 間 隔 が 重 要 な フ ァ ク タ ー と な る 。 阪 大 シ ン グ ル バ ン チ  

ッ ク の SHPBは 、 108MHzで 励 振 さ れ て い る の で 、 加 速 さ れ た ビ ー ム の 間 隔 は  

と な り 、 現 在 準 備 中 の 長 さ 約 5 • 5mの 光 共 振 器 で は 、 そ の 光 の 往 復 時 間 か ら  

の 間 隔 を も っ た バ 一 ス ト モ 一 ド の シ ン グ ル バ ン チ ビ ー ム が 必 要 で あ る 。

こ の ビ ー ム を 発 生 さ せ る た め の 電 子 銃 パ ル サ ー の 条 件 と し て 、 輻 4.5 ns、 間 隔  

36，8 ns , 波 高 約 300Vの ミ ク ロ パ ル ス が 、 輻 4/zsの マ ク ロ パ ル ス 内 に 含 ま れ る こ と  

が 必 要 で あ る o こ の 場 合 、 ミ ク ロ パ ル ス の _ と 波 高 は 、 従 来 の パ ル サ ー で も 充 分
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図 i バ 一 ス ト モ 一 ド 入 射 用 電 子 銃 パ ル サ 一 の 構 成

対 応 で き る が 、 36,8nsの パ ル  
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せ た 。 シ ス テ ム の 概 要 は 図 1 

こ の ラ イ ナ ツ ク の rf発 振 器 は  

本 周 波 数 と な っ て い る の で 、

て 2 ? M H z を 作 っ た 。 電 子 銃 と  

D C 1 0 0 K Vに フ ロ ー テ イ ン グ さ  

ス 側 か ら 高 電 圧 側 へ rfを 伝 送  

ま れ た CWの rfは 、，PIN Mod•で 

ン グ 回 路 を 経 て 電 子 銃 の グ リ

圧 側 は 、 高 周 波 的 に ア ー  

ミ ツ ク コ ン デ ン サ 一 で バ

ス 間 隔 、 すな 

実 現 す る こ と

27MHz の rfを 

調 し て RPC(AR 

ド に 与 え 、 適 

イ ン 波 の 下 部  

一 ム を 発 生 さ  

に 示 し て  

、 54MHz 

こ れ を 分
ノ <ル サ 一  

れ て い る  

し た 。 こ 

4/is•の輻 

ッドをコ

図 2 グ リ ッ ド 制 御 用 rf波 形

れ て い る 高 電  

1 2 0 K Vの 七 ラ

非 常 に 安 定 に な っ た 。 図 2 は . そ の rf波 形 を 示 し た も の で 、 
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の で 、 8 5 m 隔 て た 結 合 コ イ ル を 用 い て ア ー  

の 間 で の 減 衰 量 は 約 20dBで あ っ た 。 送 り 込  

に パ ル ス 化 し て 450Wに 增 幅 し た 後 、 マ ッ チ  

ン ト ロ 一 ル し た 。 これ 

ス か ら 浮 い た 形 に な っ  

イノ、°ス し た 。 こ れ に よ

ら の 回 路 が 組 み 込 ま  

て い る の で 、 lOOOpF， 
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パ ル ス を そ れ ぞ れ 示 し た 。 マ ク ロ パ ル ス の 平 坦 度 は 、rf波 形 の 頭

せ て 、 電 子 銃 か ら SHPBに 入 射 す る ビ  

ロ の 電 流 モ ニ タ ー で 測 定 し た マ ク ロ

ー ム の 状 況 を 調 べ た , 
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部 の 形 が そ の ま ま 反 映 し て い る ン こ れ は マ  

ッ チ ン グ 回 路 の 調 整 時 に 、 で き る だ け 高 い  

rf電 圧 を 得 よ う と し て 平 坦 度 を 犠 牲 に し た  

が 、 そ の 後 に 行 な っ た デ ー タ ー の 解 析 で は 、 

電 圧 が そ れ ほ ど 必 要 で な い こ と が 判 明 し た  

の で 、 次 回 の テ ス ト で は 、 平 坦 度 を 重 視 し  

た 調 整 を 行 な う 予 定 で あ る 。

図 5 は 電 子 銃 の グ リ ッ ド バ イ ア ス 電 圧 の  

変 化 に 対 し て 、 ミ ク ロ パ ル ス の 半 値 幅 と 、 

そ の ピ ー ク 電 流 の 値 を そ れ ぞ れ 示 し た も の  

で あ る 。 こ の ラ イ ナ ッ ク の SHPBシ ス テ ム で  

は 、 4, 5 肥 ま で の パ ル ス 輻 を 受 け 入 れ る の  

で 、 図 か ら 1.1A、 電 荷 量 に し て 約 5nCが 入  

射 可 能 で 、 こ の 値 は シ ン グ ル バ ン チ の バ 一 

ス ト モ ー ド 運 転 に は 充 分 で あ る 。

4 ) ま と め

F E L の 発 振 実 験 に 必 要 な バ ー ス ト モ ー ド  

入 射 用 電 子 銃 パ ル サ ー を 開 発 し 、 所 期 の 性  

能 を 得 る こ と が で き た さ ら に 細 部 の 調 整  

に よ っ て 波 形 を 改 善 し 、 シ ン グ ル バ ン チ の  

バ ー ス ト モ 一 ド の 加 速 テ ス ト を 行 な っ て 、 

そ れ ら の 結 果 を 報 告 す る 予 定 で あ る 。

ま た こ の 方 式 は 、 2 ns程 度 の パ ル ス 幅 で

も ピ 一 ク 電 流 が 充 分 取 り 出 せ る の で S バ

ン K の シ ン グ ル バ ン チ ラ ィ ナ V クの 電 子 銃

シ ス テ ム に 用 い て も 、 ノく一 ス b モ 一 ドの 運

転 が 可 能 で あ ろ う
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